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平成 2９年４月２８日 

通巻 第６５号 

東京都教育庁指導部 

義務教育指導課     

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

Scrum  ―スクラム― 

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 

掲 載 内 容 

○ 指導部義務教育指導課 平成 29年度の事業について 
 

東京都教育委員会ホームページ内に「学び応援ページ」というコーナーがあるのを御存知ですか？ 

「学び応援ページ」には、各学校や園が、指導内容や指導方法等の工夫を通して、授業の改善・充実を

図ることを応援するための、様々な事例集や報告書等を掲載しています。ぜひ、御覧いただき、御活用い

ただければと思います。なお、本通信のバックナンバーも、「学び応援ページ」に掲載しています。 

（東京都教育委員会ホームページアドレス 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/ ） 

「学び応援ページ」を御活用ください！ 
東京都教育委員会ホームページ・トップページ 

の下の方に、このリンク用バナーがあります！ 

 

 

    

 

平成２９年度が始まり、約一か月が過ぎようとしています。各学校や園では、新入生や新入園

児を迎えるとともに、新たな教職員の皆さんと力を合わせ今年度の教育課程を着実に進められて

いることと思います。東京都教育庁指導部も新たな体制の下、様々な事業が動き始めました。 

さて、東京都では小池都知事が昨年８月に就任し、本年１月に「東京都教育施策大綱」を策定

いたしました。この大綱は、平成３２年度までを対象とし、東京の将来像と目指すべき子供たち

の姿を掲げ、その実現に向けて、「全ての子供が学び成長し続けられる教育の実現」など、特に

優先的に取り組むべき重要事項とこれからの取組の方向性を示しています。 

一方、国は、３月末に幼稚園の新教育要領及び小・中学校の新学習指導要領を告示しました。

教育課程の基準の基本的な考え方としては、これまでの教育実践の蓄積を生かし、予測不可能な

未来社会において自立的に生き、社会の形成に参画するための資質や能力を一層確実に育成する

ことや、子供たちに求められる資質や能力を社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」

を重視したことなどが挙げられます。 

「東京都教育施策大綱」の策定や新学習指導要領等の告示など、今年度はまさに新たな教育へ

の転換期に入った年度といえます。義務教育指導課では、「東京都教育施策大綱」が目指す子供

たちの姿の実現のために、新学習指導要領等の趣旨を踏まえ、学校のニーズに合った事業を組織

的・計画的に推進してまいります。その際、これからの教育に求められる事業を創造するととも

に、これまでの学校における教育実践の蓄積を生かす視点からも事業を構築していきたいと考え

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

●●●●●● 新たな教育への転換期 ●●●●●● 
教育庁指導部 義務教育指導課長 栗原 宏成 

   

東京ベーシック・ドリルも 

掲載しています！ 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/shidou/manabiouen_top.html
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指導部義務教育指導課 平成 29年度の事業について 

平成 29 年度のスタートに当たり、今年度の当課の事業について、主に新規の事業を 

を中心に御紹介します。 

 

 

 

 

 

■ 学力向上  

 

○ 東京ベーシック・ドリルソフトの作成・配布 

平成 29 年３月に、東京ベーシック・ドリルソフト（試行版）を作成・配布しました。 

今年度は、試行版の検証、改善を図り、完成版を作成・配布するとともに、東京都教育委員会

のホームページでも公開し、家庭学習等にも活用できるようにします。 

このソフトは、自動採点を行うことができ、学校においては教員が児童・生徒の学習状況を把

握することができるようになっています。 

東京ベーシック・ドリルソフトを放課後の補習や家庭学習でも活用することで、児童・生徒一

人一人の学習状況に応じた支援の一層の充実を図ることができます。 

 

○ 児童・生徒の学力向上を図るための調査 

  ・実施日 平成 29年７月６日（木） 

  ・対 象 小学校第５学年児童、中学校第２学年生徒 

  ・教 科 国語、社会、算数・数学、理科、英語（中学校のみ） 

  ・内 容 「学習指導要領の目標及び内容に関する事項」及び「読み解く力」 

   

■ 外国語教育 

 

 

○ 小学校教員向け指導用ＤＶＤ及びピクチャーカードの作成・配布 

小学校第３学年及び第４学年を対象とした、「小学校外国語活動指導資料」冊子 

及び「ピクチャーカード」を印刷・配布するとともに、中学年での外国語活動実施 

方法の実際を映像で学べるＤＶＤ資料を配布します。 

 

○ 中学校英語パフォーマンステストに関するＤＶＤの作成・配布 

平成 2７年度に作成・配布した「パフォーマンステスト実施の手引き（CD-R）」に掲載されて

いるテストの実施手順や、効果的な指導のポイントを収録したＤＶＤを作成・配布します。 

 

 

 

 新 規 …今年度の新規事業 教 員 …研修など、先生方に御参加いただく事業 

児童 …コンテストなど、児童・生徒の参加がある事業 

新 規 

新 規 

生徒 

児童 生徒 
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○ 中学校英語科教員を対象とした研修 

  パフォーマンステストの普及、啓発及び英語科教員の指導力を高めるために実施します。 

・実施日 ７月下旬～8月上旬 

  ・対 象 中学校英語科教員 

・内 容  パフォーマンステストを通した評価や指導方法等を学び、４技能を統合した指導や

特に表現力の向上を図る指導力を高める研修の予定です。 

 

■ 理数教育 

 

 

○ 東京都小学生科学展 

  全都の理数好きの小学生が、自ら決めたテーマについて深く研究した成果を展示・発表します。 

５月中に区市町村（都立学校）ごとに作品の募集が行われます。 

  ・実施日 平成 30年１月 12日（金）～15 日（月） 

  ・会 場 日本科学未来館 

  ・対 象 都内公立小学校等及び都立特別支援学校小学部に在籍する児童（１年生～６年生） 

 

○ 中学生科学コンテスト 

  東京都内の中学校に在籍する生徒が理科・数学等の能力を競い合い切磋琢磨する場を提供する

ことで、理科・数学等に対する意欲・能力を更に伸ばし、科学好きの生徒の裾野を広げるととも

に、「科学の甲子園ジュニア全国大会」（平成 29 年 12 月に開催予定）に参加する東京都代表チ

ームの選考を行います。 

・実施日 平成 29 年８月 27 日（日） 

  ・対 象 都内中学校に通う生徒（義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程、特別支援

学校中学部を含む。国公私立は、問わない。） 

  ・内 容 ３人１組のチームで筆記・実技競技を行います。 

  ・その他 参加者募集締切は、平成 29 年６月 2 日（金）です。 

 

○ 東京ジュニア科学塾・東京ジュニア科学塾専修コース 

未来の科学技術を担う人材を輩出するため、東京都内の公立中学校（中等教育学校前期課程を

含む）第１学年及び第２学年を対象に、科学に関する専門家等による指導を行う「東京ジュニア

科学塾」を年３回開催します。 

さらに、科学に対して特に高い関心をもつ東京都内の公立中 

学校（中等教育学校前期課程を含む）第２学年を対象に、科学 

に関する専門家等による指導を行う「東京ジュニア科学塾専修 

コース」を開催します。 

募集に関する詳しい情報は、５月上旬にお知らせします。 

 

 

 

新 規 教 員 

《平成２８年度の例》 

 「海の生き物たち不思議 

 ― マッコウクジラとダイオウイカ ―」    

 

 

 

 

 

 

国立科学博物館 窪寺 恒己 博士 による講演     

児童 

生徒 

生徒 
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○ 理数教育カンファレンス 

都内公立小・中学校（義務教育学校、中等教育学校前期課程及び特別支援学校小学部・中学 

部を含む。）で理科を指導する全ての教員が、都や国における理科の課題や先進事例を共有し、 

理科教育の改善・充実を図ることができるよう、都教育委員会がカンファレンス（会議）を開 

催します。 

・実施日及び会場   平成 29 年７月 31日（月）かつしかシンフォニーヒルズ 

平成 29 年 8月１日（火）パルテノン多摩 

・対 象            都内公立小学校・中学校等教員 

 

■ 環境教育 

 

 

○ 環境教育掲示用教材の作成・配布 

  児童・生徒に環境保全に関する必要な知識を与えるとともに、３Ｒをはじめとする環境に配慮

した行動の大切さを理解させ、その実践を促すための掲示用教材を都内公立学校の全学級に、年

４回配布します。 

また、学校の授業や校長講話等で活用できるよう、短時間の活用例や１時間の指導計画例、児

童・生徒用の学習カード等を添付します。 

 

■ 道徳教育 

 

○ 東京都道徳教育推進拠点校事業 

  道徳教育の充実を図るために、全ての区市町村から小・中学校等、計 111 校を拠点校として

指定し、「特別の教科 道徳」の全面実施に向けた指導内容の先行実施や先進的な取組等の研究活

動を支援しています。 

それぞれの拠点校は、研究発表会や研究成果報告書、授業公開などを通して、域内の各学校に

研究成果を発信するとともに、都教育委員会は、拠点校の研究成果を研究成果報告書にまとめ、

配布します。 

 

○ 東京都「特別の教科 道徳」カンファレンス 

  昨年度まで実施していた道徳教育推進養成講座を発展的に継続し、各学校における道徳教育の

組織的な推進体制や指導体制の構築をけん引できる教員を養成することを目的に開催します。 

・実施日 平成 29 年７月 24 日（月） 

  ・対 象 各区市町村教育委員会から推薦を受けた教員 

   

○ 道徳授業地区公開講座に関するＤＶＤの作成・配布 

  道徳授業地区公開講座は、小・中学校等における道徳授業を公開し、意見交換会を通して家庭・ 

学校・地域社会の連携による道徳教育の推進を図ることを目的とし、昨年度も全公立小・中学校

等の全学級で実施されました。今年度は、この道徳授業地区公開講座で行われる意見交換会の一

層の充実を図ることを目的として、保護者向けのＤＶＤを作成し、各学校へ配布します。 

新 規 

新 規 

新 規 

教 員 

教 員 
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■ 就学前教育 

 

 

○ 就学前教育カンファレンス 

就学前教育と小学校教育との円滑な接続及び就学前教育の重要性について、保育・教育関係者  

 に広く啓発を図るために開催します。 

・実施日 平成 29 年 7月 25 日（火）  

・会 場 杉並公会堂 

・テーマ 就学前教育と小学校教育の円滑な接続について（予定） 

 

○ 新幼稚園教育要領説明会 

平成３０年度からの新幼稚園教育要領の全面実施に向け、改正内容のポイント及び幼稚園教育

の動向について理解を深めるために開催します。 

・実施日 平成 29 年 9月 19 日（火）  

・会 場 杉並公会堂 

・内 容 幼稚園教育要領の改正内容のポイントについて 

幼稚園教育の動向について 

 

○ 幼稚園教育研究協議会 

幼稚園等における教育の改善及び充実を図るため、協議主題に基づいた発表、研究協議等を

行うことにより、幼稚園教育の振興・充実を図るために開催します。 

・実施日 平成 29 年９月～11 月 

・会 場 都内公立幼稚園及び私立幼稚園（各園にて１回ずつ開催） 

・内 容 公開保育、発表、グループ協議等 

 

■ その他 

 

 

○ 第 67回公立学校美術展覧会 

・開催日 平成 30 年２月 13 日（火）～２月 18 日（日）  

・会 場 東京都美術館 

・その他 今年度は、昨年度と開催日が変更になっています。御注意ください。 

 

 

「Scrum-スクラム-」では、今後も発行時期に応じた事業の御紹介をしていきます。 

新 規 教 員 

教 員 

教 員 

児童 生徒 


